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交通アクセスマップ
※数字は東戸塚駅までの所要時間です。
 （朝通学時間帯の目安）
   路線図 は一部を表示しています。

薬
剤
師
国
家
試
験

臨床重視を的確にとらえた
段階的カリキュラム
臨床重視を的確にとらえた
段階的カリキュラム

●１年次

●２年次

●３年次

●４年次

●５年次

●６年次

実務実習事前学習Ⅰ

医療薬学チュートリアル演習Ⅱ

薬局・病院実務実習

卒業研究

早期臨床体験実習

薬学入門　　

医療薬学チュートリアル演習Ⅰ

症候論

研究法入門

処方解析演習 症候・診断学

チーム医療論

後期臨床体験実習後期臨床体験実習

臨床に強くなるための

湘南医療大学湘南医療大学湘南医療大学湘南医療大学
オリジナル科目！オリジナル科目！

〈カリキュラムの概略イメージ〉

薬学総合プレ研究

入試日程

一
般
選
抜
Ⅲ
期

一
般
選
抜
Ⅱ
期

一
般
選
抜
Ⅰ
期

総
合
型
選
抜
Ⅲ
期

出願
 1/4（月）
　～1/19（火）

消印有効

出願
 1/4（月）
　 ～２/２（火）

消印有効

出願
 ２/１５（月）
　～２/２４（水）

消印有効

出願
 ２/２２（月）
　 ～３/３（水）

消印有効

１２３/ （土）

2/７（日）

2/２７（土）
3/６（土）

「薬学部 医療薬学科」開設。「薬学部 医療薬学科」開設。
2021年４月、湘南医療大学は
 １７病院と５１保健医療福祉施設の協力の下、
臨床に強い薬剤師の養成を開始します。

き
、
実
習
先
の
指
導
薬
剤
師
と
協

力
し
て
行
な
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、【
大
学
教
育
…

薬
学
部
、
保
健
医
療
学
部
】【
研

究
…
学
生
、
教
員
、
医
療
従
事
者
、

臨
床
医
学
研
究
所
】【
臨
床
現
場

…
グ
ル
ー
プ
関
連
施
設
】
の
３
つ

の
異
な
る
立
場
で
、
統
合
・
連
携

し
て
進
め
る
『
生
き
た
医
療
人
教

育
』
が
、
湘
南
医
療
大
学
の
大
き

な
特
色
で
す
」

現
場
に
即
応
「
チ
ー
ム
医
療
論
」

　
「
さ
ら
に
、
医
療
現
場
に
欠

か
せ
な
い
多
職
種
協
働
に
よ
る

『
チ
ー
ム
医
療
』
を
身
に
付
け
る

た
め
に
、
保
健
医
療
学
部
（
看
護

学
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

科
、
理
学
療
法
学
専
攻
・
作
業
療

法
学
専
攻
）
の
学
生
と
と
も
に
、

『
チ
ー
ム
医
療
論
』
を
学
べ
る
こ

と
も
特
色
で
す
。

　
『
チ
ー
ム
医
療
論
』
で
は
、
演

習
形
式
で
〈
身
体
的
疾
患
支
援
〉

〈
地
域
包
括
支
援
〉〈
精
神
心
理
疾

患
支
援
〉の
臨
床
課
題
に
つ
い
て
、

ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
学
生
の
主
体
的
学
び
を
促

進
す
る
学
習
法
に
よ
り
、
臨
床
現

場
に
必
要
な
論
理
的
思
考
力
、
課

題
解
決
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

　

湘
南
医
療
大
学
の
薬
学
部
で

は
、特
色
あ
る
教
育
体
制
の
下
で
、

地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
臨
床
に

強
い
薬
剤
師
の
養
成
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
」。

17
病
院・51
施
設
下
の
臨
床
教
育

　
「
そ
の
一
つ
は
、『
臨
床
一
貫

型
連
携
教
育
体
制
』（
Ｉ
Ｅ
Ｓ
：

Integrated educational system

）
で
す
。
臨

床
教
育
・
臨
床
現
場（
実
務
実
習
）・

研
究
活
動
の
三
要
素
の
集
合
体

を
、
一
貫
・
関
連
性
を
も
た
せ
る

展
開
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

湘
南
医
療
大
学
の
強
み
で
あ
る

17
グ
ル
ー
プ
病
院
と
51
保
健
医
療

福
祉
施
設
に
わ
た
る
最
大
級
の
協

力
体
制
の
下
で
、
一
貫
し
た
臨
床

教
育
を
実
践
し
ま
す
。

　

急
性
期
か
ら
回
復
期
・
慢
性
期

ま
で
の
病
床
を
有
す
る
連
携
病
院

は
、
本
校
薬
学
部
の
病
院
実
務
実

習
等
を
担
当
す
る
こ
と
で
、『
病

院
実
務
実
習
の
コ
ア
セ
ン
タ
ー
』

の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

特
に
、
本
校
薬
学
部
の
独
自
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
『
後
期
臨
床

体
験
実
習
』
で
は
、
回
復
期
お
よ

び
慢
性
期
の
医
療
を
実
践
的
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
」

少
人
数
制
と
連
携
に
よ
る
育
成

　
「
ま
た
、
本
校
に
は
経
験

豊
か
な
医
療
系
教
員
が
そ

ろ
い
、
薬
学
部
は
１
学
年

１
３
０
名
と
い
う
少
人
数

制
に
よ
っ
て
、
き
め
細
や

か
な
臨
床
教
育
を
実
践
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実

習
病
院
で
の
指
導
は
、
医

療
系
教
員
も
現
場
に
出
向

　
（
石
橋
特
任
教
授
）「
超
高
齢
社

会
の
中
で
、
薬
剤
師
に
は
、
医
療

に
お
け
る
最
適
な
薬
物
療
法
の
提

供
、
服
薬
指
導
、
医
療
安
全
対
策

な
ど
、
医
療
の
担
い
手
と
し
て
の

役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

薬
学
教
育
は
、
医
学
や
歯
学
と

同
様
に
、
６
年
制
教
育
で
す
。
教

養
教
育
、
医
療
薬
学
を
は
じ
め
と

す
る
専
門
教
育
だ
け
で
な
く
、
臨

床
に
係
る
実
践
的
能
力
を
培
う
た

め
に
、病
院
お
よ
び
薬
局
で
の『
実

務
実
習
』
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

湘
南
医
療
大
学
の
薬
学
部
医
療

薬
学
科
で
は
、
６
年
間
と
い
う
長

い
学
び
の
間
、
学
修
の
進
捗
に
と

も
な
っ
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

さ
ら
に
向
上
す
る
た
め
の
教
育
・

研
究
体
制
を
組
ん
で
い
ま
す
」

　薬学部より
　　　  ご挨拶

石橋 芳雄  特任教授
（21年４月着任予定）

　

横
浜
市
戸
塚
区
に
あ
る
湘
南
医
療
大
学
に
、
来
年
（
２
０
２
１
年
）
４
月
、
新
し
い
学

部
「
薬
学
部
・
医
療
薬
学
科
」
が
誕
生
し
ま
す
。
東
戸
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
、
地
域

医
療
に
貢
献
で
き
る
「
質
の
高
い
薬
剤
師
」
を
育
成
す
る
た
め
に
、オ
リ
ジ
ナ
ル
科
目
「
後

期
臨
床
体
験
実
習
」
の
設
置
な
ど
、特
色
あ
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
臨
床
に
強
い
薬
剤
師
を
養
成

新
設
の「
薬
学
部
」、出
願
開
始

湘
南
医
療
大
学

◦明治薬科大学大学院修士課程修了 医学博士
◦前・明治薬科大学免疫制御学研究室 教授 など

専門分野 … 微生物学、免疫学

湘
南
医
療
大
学 

薬
学
部

石
橋 

芳
雄 

特
任
教
授

　
　
　
　
　（
来
春
着
任
予
定
）

2020年12月
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南
林
間
駅

ココ

50
小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口

小松原
イオンモール
大和西高

南林間中
十一条
通り

郵便局

無料シャトルバス運行中

水曜日 金曜日

☎046-278-3911
浦部晶博医師 田畑美弥子医師
担当 担当

循環器専門 
大和成和病院

ＴＡＶＩ専門外来 弁膜症専門外来

１４：００～１６：００予約制

毎週水曜日または金曜日

神奈川県大和市南林間9-8-2

対
し
て
も
、
実
施
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
出
血
量
が
少
な
く
す
む

こ
と
や
、
入
院
期
間
が
短
い
こ
と

（
大
半
が
術
後
一
週
間
程
度
で
自

立
歩
行
で
ご
退
院
）
も
利
点
と
し

て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
Ｑ
．
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
実
施
で
、
大

和
成
和
病
院
に
お
け
る
特
徴
が
あ

り
ま
し
た
ら
、教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
当
院
（
大
和
成
和
病
院
）

で
は
、
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
を
安
全
に
行
な

う
た
め
に
、
多
職
種
で
「
ハ
ー
ト

チ
ー
ム
」
を
結
成
し
、
患
者
さ
ま

ご
と
に
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
治
療
が
適
し

て
い
る
か
を
丁
寧
に
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

最
近
で
は
、
近
隣
の
医
療
機
関

か
ら
の
ご
紹
介
も
増
え
て
お
り
、

月
平
均
で
３
～
４
件
（
患
者
さ
ま

の
平
均
年
齢
85
歳
）
を
行
な
っ
て

い
ま
す
〈
２
０
１
９
年
度
〉。

　

弁
膜
症
で
お
困
り
の
際
は
、
ぜ

ひ
当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

い
て
手
術
を
す
る
方
法
）
で
人
工

心
肺
装
置
を
使
用
す
る
た
め
、
全

身
の
臓
器
に
大
き
な
負
担
を
強
い

て
し
ま
い
、
比
較
的
元
気
な
方
し

か
手
術
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
（
経
カ
テ
ー

テ
ル
大
動
脈
弁
留
置
術
）
で
は
、

胸
を
開
か
ず
、
さ
ら
に
心
拍
も
停

止
さ
せ
ず
に
で
き
る
た
め
、
心
臓

以
外
の
合
併
疾
患
等
で
外
科
的
治

療
の
危
険
性
が
高
い
方
や
、
ご
高

齢
で
外
科
的
治
療
が
困
難
な
方
に

が
少
な
い
）
治
療
法
で
あ
る
こ
と

で
す
。

　

従
来
の
外
科
的
大
動
脈
弁
置
換

術
は
、
開
心
術
（
胸
を
大
き
く
開

　

Ｑ
．
ス
バ
リ
聞
き
ま
す
。
ＴタＡ

ＶビＩ
（
経
カ
テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁

留
置
術
）
の
良
さ
は
何
で
す
か
？

　

Ａ
．
低
侵
襲
な
（
身
体
に
負
担

　

循
環
器
専
門
の「
大
和
成
和
病
院
」（
神
奈
川
県
大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２
）で
は
、

大
動
脈
弁
狭
窄
症
に
新
し
い
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
（
Ｔタ

ビ

Ａ
Ｖ
Ｉ
）
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

担
当
し
て
い
る
浦
部
晶
博
医
師
に
、
こ
の
治
療
法
を
伺
い
ま
し
た
。     〈
取
材
協
力
〉

な
ど
に
よ
っ
て

硬
く
な
り
、
う
ま

く
開
か
ず
に
血

液
の
通
り
道
が

狭
く
な
る
状
態

が
、「
大
動
脈
弁

狭
窄
症
」
で
す
。

診
断
は
、
聴
診
や

エ
コ
ー
（
超
音
波

検
査
）
で
行
な
わ

れ
ま
す
。

■
主
な
症
状
は

　

大
動
脈
弁
狭
窄
症
は
、
動
悸
や

息
切
れ
、
疲
れ
や
す
さ
な
ど
の
症

状
が
、
少
し
ず
つ
進
行
し
て
い
く

た
め
に
、
自
覚
し
に
く
い
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
進
行
す
る
と
、
心
筋
に

障
害
を
き
た
し
、
心
臓
全
体
の
病

気
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
自
然
に

治
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
心
筋
の

障
害
が
進
む
前
に
、
早
期
診
断
と

治
療
が
大
切
で
す
。

■
気
を
つ
け
た
い
こ
と

な
う
弁
の
硬
化
の
影
響
が
大
き

く
、
高
齢
者
が
多
い
日
本
で
は
、

推
計
患
者
数
は
２
０
０
万
人
～

３
０
０
万
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
病
気
は
国
内

で
増
加
し
続
け
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
自
分
で
は
症
状
に
気
付
か

ず
、
受
診
に
い
た
ら
な
い
ケ
ー
ス

が
多
い
と
い
う
現
状
で
す
。

■
大
動
脈
弁
狭
窄
症
に
つ
い
て

　

弁
の
う
ち
、「
大
動
脈
弁
」
は
、

心
臓
の
左
心
室
と
、
太
い
血
管
で

あ
る
大
動
脈
と
の
間
に
あ
る
三
枚

の
弁
で
す
。

　

こ
の
弁
が
、
加
齢
や
動
脈
硬
化

膜
症
」
と
い
い
ま
す
。

　

弁
膜
症
は
主
に
二
種
類
あ
り

ま
す
。
弁
の
開
き
が
悪
く
な
っ

て
血
液
の
流
れ
が
妨
げ
ら
れ

る
【
狭
き
ょ
う
さ
く

窄
】
と
、
弁
の
閉
じ
方

が
不
完
全
な
た

め
に
血
液
が
逆

流
し
て
し
ま
う

【
閉へ
い
さ
ふ
ぜ
ん

鎖
不
全
】
で

す
。

　

ど
ち
ら
も「
大

動
脈
弁
」
と
「
僧

帽
弁
」
に
多
い

病
気
で
す
。

　

加
齢
や
動
脈

硬
化
に
と
も

■
弁
膜
症
と
は

　

心
臓
に
あ
る
「
弁
」
に
障
害
が

起
き
、
本
来
の
役
割
を
果
た
せ
な

く
な
っ
た
状
態
を
、「（
心
臓
）
弁

　

心
臓
の
弁
に
障
害
が
起
き
る
「
弁
膜
症
」
は
、
高
齢
者
が
多
い
日
本
に
お
い
て
、
急

増
し
て
い
る
病
気
で
す
。
心
臓
の
左
心
室
と
、
体
内
を
巡
る
太
い
血
管
・
大
動
脈
の
境

目
に
あ
る
「
大
動
脈
弁
」
の
不
具
合
（
病
気
）
を
紹
介
し
ま
す
。

カテーテルで人工弁（生体弁）
を大動脈弁まで運び、留置する
方法。太もものつけ根の血管、
または左胸（数㎝の皮膚切開）
から、専用カテーテルで心臓内に
運び、バルーンで膨らませて元々
の大動脈弁の上に留置する。

心臓

人工弁

TAVI（タビ）とは・・・

左心房 僧帽弁

全身へ

右心房右心房

左心室左心室

大動脈大動脈

大動脈弁
右心室右心室

（心臓のイメージ）

年齢（歳）

平均
死亡年齢

自覚症状が
ない時期
狭窄が
進行している
可能性

（％）

生
存
率

参考「Guidelines for Surgical and Interventional Treatment of Valvular Haert Disease（JCS 2012）」

（年）

平均生存期間
狭心症
失神

2 3 5
心不全心不全

重症な
自覚症状が
出現！

重症な
自覚症状が
出現！

心臓の自覚症状と生存期間心臓の自覚症状と生存期間
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大
動
脈
弁
狭
窄
症
に
カ
テ
ー
テ
ル
治
療「
ＴタＡ
ＶビＩ
」

　  

大
和
成
和
病
院
・
循
環
器
内
科
　
浦
部
晶
博 

医
師

　

太
い
血
管「
大
動
脈
」に
つ
な
が
る

　

   

大
切
な
弁
の
病
気（
弁
膜
症
）が
増
加
中

　

さ
ら
に
大
動
脈
弁
狭
窄
症
で

は
、息
切
れ
・
む
く
み
な
ど
の
「
心

不
全
」
の
症
状
や
、
胸
痛
・
失
神

な
ど
の
重
篤
な
症
状
が
発
生
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
突

然
死
」
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

恐
ろ
し
い
こ
と
に
、
重
い
症
状

が
発
生
し
た
人
の
う
ち
、
約
半
数

が
２
年
以
内
に
死
亡
し
て
い
る
と

い
う
調
査
結
果
も
存
在
し
ま
す
。

　

心
臓
は
定
期
的
に
検
査
し
て
、

チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
心
配
な
症
状
は
、
医

師
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

○
…
院
長
と
し
て
、
今
年
の
春

に
着
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

（
横
浜
市
）
で
院
長
を
務
め
て
き

た
経
歴
を
も
ち
ま
す
。「
前
任
の

病
院
と
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、

『
急
性
期
病
院
』
と
し
て
の
役
割

で
す
。
そ
し
て
地
元
で
あ
る
綾
瀬

市
に
お
い
て
、
複
数
の
診
療
科
を

有
し
て
唯
一
、
総
合
的
な
診
療
を

行
な
っ
て
い
る
基
幹
病
院
で
あ
る

こ
と
の
重
要
性
も
認
識
し
て
い
ま

す
。
頼
り
に
さ
れ
る
医
療
機
関
と

し
て
の
確
固
た
る
存
在
意
義
を
、

こ
の
先
も
不
動
な
も
の
に
し
て
い

く
使
命
感
を
抱
い
て
い
ま
す
」。

　

○
…
幼
少
期
か
ら
「
医
師
に
な

り
た
い
！
」
と
思
い
、
無
医
村
問

題
な
ど
を
知
る
に
つ
れ
、
そ
の
決

意
が
強
く
な
っ
た
と
い
う
石
代
院

長
。昭
和
大
学
医
学
部
卒
業
後
は
、

胃
や
大
腸
、
肝
・
胆
・
膵
な
ど
の

消
化
器
全
般
の
外
科
医
と
し
て
、

メ
ス
を
握
っ
て
き
ま
し
た
。「
当

院
で
は
、
今
ま
で
の
経
験
を
ベ
ー

ス
に
、
幅
広
い
診
療
を
心
掛
け
、

私
も
一い
ち
医
師
と
し
て
、
総
合
診
療

科
の
院
長
外
来
や
、
人
工
透
析
治

療
、
各
種
病
棟
な
ど
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
医
療
現
場

で
尽
力
し
て
い
き
ま
す
」。

　

○
…
病
院
の
責
任
者
と
し
て
、

「
多
く
の
診
療
科
を
も
つ
病
院
で

は
、“
横
の
つ
な
が
り
”
を
大
切

に
し
た
『
連
携
』
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。
お
互
い
の
分
野
や
知

識
、
専
門
職
種
に
対
し
て
、
尊
敬

の
念
を
も
ち
な
が
ら
協
力
で
き
る

体
制
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
着
任
し
て
か
ら
、
多
く

の
場
面
で
各
ス
タ
ッ
フ
の
『
良
い

病
院
に
し
て
い
こ
う
』
と
い
う
前

向
き
な
姿
勢
に
遭
遇
し
ま
す
。
病

院
は
医
師
だ
け
で
は
成
り
立
た

ず
、
看
護
師
や
検
査
技
師
、
療
法

士
な
ど
、
全
て
の
ス
タ
ッ
フ
が
互

い
に
『
リ
ス
ペ
ク
ト
』
す
る
こ
と

で
、
働
き
や
す
く
な
り
、
地
域
か

ら
愛
さ
れ
る
病
院
に
な
っ
て
い
く

の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

○
…
接
し
や
す
く
、
こ
れ
ま
で

の
病
院
で
も「
院
長
先
生
だ
け
ど
、

相
談
し
や
す
い
」
と
評
判
だ
っ
た

ほ
ど
。
モ
ッ
ト
ー
を
聞
く
と
、「
患

者
さ
ま
目
線
で
い
る
こ
と
か
な
」

と
笑
顔
で
優
し
く
答
え
ま
す
。
地

域
密
着
型
の
病
院
で
、
大
き
な
活

躍
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

 

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
愛
さ
れ
る

　
　
　 

病
院
の
歴
史
を
刻
む
た
め
に

同院には十分な駐車場が確保されている

療養病棟のスタッフ︎

ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
ご
多
忙
な
ご

家
族
さ
ま
か
ら
大
変
ご
好
評
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
療
養
病
棟
で

は
、「
安
全
・
清
潔
・
安
心
」
の

療
養
生
活
に
な
る
た
め
の
準
備
も

万
全
に
整
え
て
お
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
退
院
が
近
づ
く
と
、
ま
た

家
庭
で
、
同
じ
不
安
を
抱
え
る
こ

と
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

Ａ
．
喀
痰
吸
引
な
ど
が
必
要
な

場
合
は
、
退
院
に
備
え
て
、
ご
家

族
さ
ま
に
ア
ド
バ
イ
ス
指
導
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
施
設
に
ご
入
所
さ
れ
る
場
合

も
、
当
院
専
属
の
メ
デ
ィ
カ
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
、
円
滑

な
退
院
を
支
援
い
た
し
ま
す
。
当

院
に
は
、「
あ
や
せ
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
併
設
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
切
れ
目
の
な
い
ケ
ア

（
訪
問
看
護
）
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

是
非
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
療
養
病
棟
の
お
問
い
合
わ
せ
は

綾
瀬
厚
生
病
院
（
☎
０
４
６
７
・

７
７・５
１
１
１
）へ
お
電
話
を
。

養
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
お

受
け
入
れ
が
可
能
で
す
。
次
の
内

容
は
、多
く
ご
相
談
が
あ
り
ま
す
。

▽
在
宅
で
の
介
護
や
病
状
管
理
が

不
安
・
難
し
い

▽
家
族
が
介
護
疲
れ
し
て
い
て
休

ま
せ
た
い
（
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
）

▽
人
工
透
析
治
療
中
で
あ
り
、
長

期
の
療
養
を
必
要
と
し
て
い
る

　
Ｑ
．
で
も
、
入
院
と
な
る
と
、

今
度
は
そ
の
準
備
に
追
わ
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

Ａ
．
当
院
の
病
室
に
は
、
各
種

ア
メ
ニ
テ
ィ
の
ほ
か
、
タ
オ
ル

セ
ッ
ト
・
お
む
つ
セ
ッ
ト
も
用
意

し
て
お
り
ま
す
（
有
料
）。
こ
ち

る
の
は
不
安
で
、
家
族
で
あ
っ
て

も
大
変
で
す
。
そ
の
よ
う
な
内
容

や
、
人
工
透
析
治
療
が
必
要
な
場

合
も
、
対
応
が
可
能
で
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
、
も
ち
ろ
ん
で
す
。

在
宅
介
護
や
看
護
は
、
医
療
設
備

が
な
く
、
専
門
知
識
が
な
い
ご
家

庭
で
の
療
養
に
な
る
の
で
、
ど
う

し
て
も
不
安
が
つ
き
ま
と
う
と
思

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
関

し
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
さ
ら

に
当
院
で
は
、
２
０
１
７
年
６
月

か
ら
透
析
診
療
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
現
在
、
維
持
透
析
を

さ
れ
て
い
る
方
で
も
、
長
期
の
療

て
疾
病
の
ケ
ア
が
必
要
な
方

▽
病
状
は
安
定
し
て
い
る
が
、
自

宅
へ
の
復
帰
に
は
、
ま
だ
多
少

の
不
安
が
残
る
方
　
な
ど

　
Ｑ
．
で
は
、
主
に
慢
性
期
の
患

者
さ
ん
が
、
自
宅
な
ど
で
の
生
活

に
移
行
す
る
前
に
「
準
備
期
間
」

と
し
て
利
用
で
き
る
の
で
す
ね
？

　

Ａ
．
は
い
、
そ
う
で
す
。
次
の

対
応
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
さ

ま
も
、
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
頻
回
の
喀
痰
吸
引

▽
酸
素
投
与
（
酸
素
療
法
）

▽
24
時
間
に
わ
た
る
点
滴

　
Ｑ
．
家
庭
で
介
護
や
看
護
を
す

　
Ｑ
．「
療
養
病
棟
」
の
対
象
患

者
さ
ん
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
は
い
。
主
な
対
象
患
者
さ

ま
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

▽
急
性
期
治
療
（
命
に
関
わ
る
状

態
や
大
き
な
手
術
の
治
療
な
ど
）

を
終
え
た
後
、
長
期
間
に
わ
た
っ

　

神
奈
川
県
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
あ
る
綾
瀬
市
の
基
幹
病
院
・
綾
瀬
厚
生
病
院
は
、

長
期
の
ケ
ア
を
必
要
と
し
て
い
る
慢
性
期
患
者
の
た
め
の
「
療
養
病
床
」
を
有
し

て
い
ま
す
。
同
院
ス
タ
ッ
フ
に
「
療
養
病
棟
」
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

石代 欣一郎 医師
 （こくだい きんいちろう）　　　　

綾瀬厚生病院 院長
【総合診療科（外科、消化器科）・人工透析内科】

日本外科学会 専門医
日本消化器外科学会 認定医
日本救急医学会 救急科専門医

綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111
綾瀬市深谷中１-４-16

綾
瀬
厚
生
病
院
に
設
置

「
療
養
病
棟
」を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

取
材
協
力
・
同
院
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さがみ野中央病院
整形外科

山田 久孝 院長

な
り
ま
す
。

　

さ
が
み
野
中
央
病
院
で
骨
粗
鬆

症
の
治
療
を
担
当
し
て
い
る
山
田

久
孝
院
長
は
、
次
の
よ
う
に
話
し

て
い
ま
す
。

　
（
山
田
院
長
）「
初
期
に
自
覚
症

状
が
現
れ
に
く
く
、
骨
折
し
て
か

ら
病
気
の
存
在
に
気
付
く
こ
と
が

多
い
の
が
、『
骨
粗
鬆
症
』
と
い

う
病
気
で
す
。

　

特
に
背
骨
で
は
、
多
く
の
方
が

痛
み
を
感
じ
て
い
な
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
骨
折
し
て
い
た
と
い
う

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
研
究
に
よ
っ
て
、
生
活
習

慣
病
（
糖
尿
病
や
慢
性
腎
臓
病
な

ど
）
と
骨
の
関
係
も
立
証
さ
れ
つ

つ
あ
り
、
例
え
ば
、「
骨
粗
鬆
症
」

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

骨
の
質
が
悪
化
す
る

　

骨
粗
鬆
症
と
は
、
骨
の
強
度
が

低
下
し
、
骨
折
し
や
す
く
な
る
病

気
で
す
。
生
活
習
慣
病
に
よ
っ
て

骨
の
質
が
悪
化
す
る
と
、
骨
の
し

な
や
か
さ
が
失
わ
れ
る
た
め
、
骨

密
度
が
低
く
な
く
て
も
、
健
康
な

人
に
比
べ
て
骨
折
リ
ス
ク
が
高
く

　

人
間
の
体
の
「
骨
」
は
、
体
を

支
え
て
臓
器
を
守
っ
て
い
ま
す
。

近
年
の
研
究
で
は
、
さ
ら
な
る
骨

の
重
要
な
役
割
と
し
て
、
生
理
活

性
物
質
を
介
し
て
全
身
の
臓
器
と

シ
グ
ナ
ル
を
交
換
し
、
機
能
を
調

節
し
合
っ
て
い
る
こ
と
が
解
明
さ

れ
て
き
ま
し
た
。 　

骨
の
病
気
「
骨
粗
鬆
症
」
は
、生
活
習
慣
病
と
関
わ
り
を
も
ち
ま
す
。

神
奈
川
県
海
老
名
市
に
あ
る
「
さ
が
み
野
中
央
病
院
」
に
は
、
骨
粗
鬆

症
治
療
の
専
門
外
来
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
院
の
院
長
・
山
田
久

孝
医
師
（
整
形
外
科
）
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

食
事
や
運
動
・
喫
煙
・
飲
酒
・
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
生
活
習
慣
が
深
く

関
与
し
、
発
症
の
原
因
と
な
る
疾
患
の
総
称
を
「
生
活
習
慣
病
」
と
い

い
ま
す
。
動
脈
硬
化
症
・
糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・
脂
質
異
常
症
の
ほ
か
、

脳
血
管
疾
患
や
心
疾
患
な
ど
の
危
険
因
子
も
含
ま
れ
ま
す
。

期
か
ら
の
生
活
習
慣
が
基
盤
と

な
っ
て
発
症
す
る
と
い
う
側
面
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
近
年
で
は
、
主

に
「
生
活
習
慣
病
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。生

活
の
乱
れ
か
ら

　

発
症
の
原
因
は
、
偏
っ
た
食
事

や
運
動
不
足
、
喫
煙
、
過
度
の
飲

酒
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
好
ま
し
く
な
い
生
活
習
慣
や

環
境
が
重
な
る
と
、
当
然
、
発
症

リ
ス
ク
は
高
ま
り
ま
す
。

病
」
と
い
う
名
前
。
こ
れ
は
、
そ

の
名
の
通
り
、
生
活
習
慣
が
原
因

で
発
症
す
る
病
気
や
病
態
の
総
称

で
す
。　

例
え
ば
、
糖
尿
病
・
脂

質
異
常
症
・
高
血
圧
症
・

動
脈
硬
化
症
・
腎
臓
病
な

ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
加
齢
と
と

も
に
発
症
・
進
行
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、

「
成
人
病
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
小
児

か
つ
て
の
名
は
「
成
人
病
」

　

最
近
、
聞
き
覚
え
の
あ
る
人
も

多
く
な
っ
て
き
た
「
生
活
習
慣

生活機能の
低下や
要介護

●半身まひ
●認知症
　など

生活習慣病
●肥満症
  〈内臓脂肪型肥満〉
●脂質異常症
●高血圧症
●糖尿病
   　　　 　 など

不健康な生活

レベル1

●不適切な食生活
●運動不足
●喫煙
●過度の飲酒
●過度のストレス

●虚血性心疾患
 〈心筋梗塞、狭心症など〉
●脳卒中
〈脳出血、脳梗塞など〉
●糖尿病の合併症
   （失明、壊疽、人工透析など）
●骨粗鬆症

レベル2レベル3レベル4

合併症の発症

●「さがみ野駅」南口から徒歩５分
●「相模大塚駅」南口から徒歩８分

病院敷地内に
専用駐車場を完備

Access

電車 車午後

月

13：30～16：30

午前
8：30～11：30

山田院長

受付時間 火 水 木 金 土

山田院長

整形外科

完全予約制

骨粗鬆症
専門外来

相模
大塚駅

さがみ野駅
南口

厚
木
街
道

40
マルエツ

東柏ヶ谷
相模大塚

相鉄線

ココ

246

さがみ野中央病院 〒243-0401 神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

 ☎046-233-5110
8：30～16：30（土曜午後・日曜・祝日・病院指定休診日を除く）

生
活
習
慣
病
と
隣
合
わ
せ
の「
骨
粗
鬆
症
」

さ
が
み
野
中
央
病
院
に
専
門
外
来
を
設
置

忍
び
寄
る
生
活
習
慣
病

無
症
状
だ
か
ら
こ
そ
、一
度
検
査
を
！

　

糖
尿
病
や
慢
性
腎

臓
病
な
ど
を
抱
え
て

い
る
方
は
、
骨
粗
鬆

症
の
検
査
（
骨
密
度

測
定
・
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
・
採
血
）
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
肺
の

機
能
が
低
下
し
て
い

る
方
も
、
検
査
の
受

診
を
お
考
え
く
だ
さ

い
。

　

当
院
（
さ
が
み
野

中
央
病
院
）
で
は
、

骨
粗
鬆
症
の
専
門
外

来
を
設
け
て
い
ま

す
。

　

詳
し
い
内
容
や
お

問
い
合
わ
せ
は
、
当

院
の
医
療
相
談
室

（
連
絡
先
は
下
記
・

病
院
電
話
番
号
）
へ

お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
」。

〈
取
材
協
力
〉

さ
が
み
野
中
央
病
院

　

そ
し
て
、
生
活
習

慣
病
の
本
当
の
怖
さ

は
、
自
覚
症
状
が
ほ

と
ん
ど
な
い
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

　

自
分
で
は
全
く
気

付
か
な
い
う
ち
に
病

状
が
悪
化
し
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
体
調

悪
化
か
ら
合
併
症
の

発
症
、
そ
し
て
「
心

筋
梗
塞
」
や
「
脳
卒

中
」
な
ど
を
引
き
起

こ
し
て
、
突
然
、
命

の
危
機
に
直
面
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
い

う
ケ
ー
ス
は
、
珍
し

い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

自
覚
症
状
が
な
く

て
も
、
自
ら
進
ん
で

検
査
を
受
け
る
意
識

を
も
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。

2
チ
ア
ノ
ー
ゼ
性
心
疾
患

　
肺
動
脈
弁
狭
窄
／
フ
ァ
ロ
ー

　
四
徴
症
／
単
心
室
／
三
尖
弁

　
閉
鎖
／
肺
動
脈
閉
鎖
／
左
心

　
低
形
成
な
ど

…
弁
や
肺
動
脈
の
狭
窄
・
閉
鎖

に
よ
っ
て
肺
血
流
量
が
減
少

し
、
静
脈
の
血
液
が
心
臓
の

穴
を
通
っ
て
大
動
脈
に
流
れ

込
み
、
泣
い
た
り
す
る
た
び

に
、顔
や
手
足
が
紫
色
に
な
っ

て
し
ま
う

泣
い
た
時
に
紫
色
に
な
る

　
先
天
性
心
疾
患
と
は
、
心
臓

の
４
つ
の
部
屋
〈
左
心
室
・
右

心
室
・
左
心
房
・
右
心
房
〉
を

仕
切
る
壁
や
、逆
流
防
止
弁
〈
僧

帽
弁
・
三
尖
弁
な
ど
〉、血
管
〈
大

動
脈
・
肺
動
脈
・
上
大
静
脈
・

下
大
静
脈
〉
な
ど
に
、
主
に
胎

生
期
に
お
け
る
遺
伝
子
異
常
に

よ
っ
て
、
つ
な
が
り
方
や
形
態

に
障
害
を
生
じ
る
病
気
で
、
お

よ
そ
１
０
０
人
に
１
人
の
割
合

で
発
症
し
ま
す
。

　

先
天
性
心
疾
患
は
、
２
つ
の

タ
イ
プ
に
分
か
れ
ま
す
。

　

現
場
に
立
つ
医
師
な
ど
が
、
健
康
や
病
気
に
関
す
る
内
容
を
具
体
的
に

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」。
第
１
回
目
は
、
大
和
成
和
病
院

の
院
長
・
倉
田
篤
医
師
が
、【
先
天
性
心
疾
患
】
の
治
療
や
、
心
臓
な
ど

を
専
門
と
す
る
【
循
環
器
専
門
病
院
】（
大
和
成
和
病
院
な
ど
）
の
役
割

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
〈
以
下
本
文
、
倉
田
院
長
談
〉

左
心
室右

心
室

右心房

下大静脈

肺動脈弁

大動脈

肺動脈

肺静脈

僧帽弁

大動脈弁

三尖弁

上大静脈

循環器専門
大和成和病院 神奈川県大和市南林間9-8-2

☎046-278-3911 初診
予約不要

左心房

院長としてのまとめ役だけでなく、
現場で心臓手術を執刀する現役の心臓血管外科医。
同院では3000症例以上の手術実績をもつ。
（1996～2014）

Dr.Kurata

Today's hero
！

今回の
主役

倉田 篤
大和成和病院
院長
心臓血管外科

Topics

〈
取
材
協
力
〉

大
和
成
和
病
院

☎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１

神
奈
川
県
大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２

に
は
、
先
に
肺
血
流
を
調
節
す

る
手
術
「
肺
動
脈
絞
扼
術
」
を

行
な
い
ま
す
。

　

肺
血
流
低
下
群
は
、
肺
血
流

を
ふ
や
す
姑
息
的
手
術
で
肺
の

成
長
を
待
ち
、
二
期
的
手
術
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

手
術
後
の
経
過
に
つ
い
て

　

小
児
に
お
け
る
先
天
性
心
疾

患
の
根
治
術
後
、
20
歳
前
後
ま

で
元
気
で
も
、
体
血
流
を
担
う

心
室
が
右
心
室
形
態
の
場
合

や
、
心
房
︱
心
室
間
の
逆
流
防

止
弁
（
房
室
弁
）
の
逆
流
な
ど

で
、
成
人
後
に
〈
慢
性
心
不
全
〉

や
〈
難
治
性
不
整
脈
〉、〈
血
栓

塞
栓
症
〉
を
発
症
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

先
天
性
心
疾
患
の
手
術
成
績

が
向
上
し
、
現
在
で
は
先
天
性

心
疾
患
を
抱
え
る
小
児
の
お
よ

そ
９
割
が
、
成
人
期
を
迎
え
ら

れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
心
疾
患
の
診
療
体
制

に
は
、
ま
だ
多
く
の
課
題
が

残
っ
て
い
ま
す
。

高
度
な
専
門
性
を
要
す
る

　

青
年
期
か
ら
発
症
す
る
続
発

症
（
心
不
全
、
不
整
脈
な
ど
）

肺
高
血
圧
の
ほ
か
、
妊
娠
・
出

産
、
就
労
な
ど
の
幅
広
い
問
題

に
対
し
、
小
児
期
か
ら
全
人
的

に
関
わ
っ
て
き
た
担
当
医
（「
小

児
循
環
器
」
を
専
門
と
す
る
医

師
な
ど
）
か
ら
、
成
人
を
診
る

「
循
環
器
内
科
」
の
医
師
に
診

療
を
移
行
す
る
こ
と
は
、
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
役
割
を
担
う
の
は
、
実
績
の

多
い
循
環
器
専
門
病
院
に
所
属

す
る
限
ら
れ
た
医
師
な
ど
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
、
産
科
・
精
神

科
な
ど
と
の
診
療
科
間
連
携

や
、
臨
床
心
理
士
の
ほ
か
行
政

と
の
連
携
も
保
ち
、
小
児
循
環

器
を
専
門
と
す
る
医
師
と
循
環

器
内
科
の
医
師
、
さ
ら
に
心
臓

外
科
の
医
師
と
の
併
診
体
制

で
、
段
階
的
に
移
行
し
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
を
、
循
環
器
専

門
病
院
の
院
長
と
し
て
切
実
に

考
え
て
お
り
ま
す
。

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
医
療

　

そ
し
て
、『
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
』
は
現
在
、“
黎
明
期
”

か
ら
人
口
減
少
時
代
の
医
療
提

供
シ
ス
テ
ム
へ
の
“
過
渡
期
”

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ま
の
高
齢
化
に
よ
る

　
小
児
心
臓
病
と
高
齢
化
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
循
環
器
専
門
病
院
の
役
割

  

倉
田 

篤 

院
長
（
大
和
成
和
病
院
）

通
院
困
難
者
の
増
加
。
独
居
高

齢
者
の
外
来
受
診
率
の
減
少
と

公
的
救
急
要
請
の
増
加
。
在
宅

医
療
と
急
性
期
病
院
の
直
結
に

よ
る
医
療
連
携
体
制
の
変
換
。

救
急
応
需
病
院
の
高
機
能
・
多

機
能
化
に
よ
る
病
院
経
営
負

荷
。
若
年
階
層
の
減
少
に
よ
る

医
療
機
関
の
慢
性
的
人
材
不

足
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
前
に
し

て
、
今
、
解
決
の
糸
口
は
、
先

を
見
据
え
た
柔
軟
な
病
院
運
営

と
、
行
政
と
地
域
住
民
と
の
医

療
機
関
の
相
互
対
話
に
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

次
の
時
代
に
向
け
て
、
当
院

を
は
じ
め
と
す
る
循
環
器
専
門

病
院
は
、
地
域
住
民
の
心
臓
病

二
次
予
防
と
し
て
の
役
割
も
果

た
し
、
生
命
の
危
機
に
直
結
す

る
心
臓
・
大
動
脈
疾
患
の
緊
急

診
療
体
制
を
整
え
、
周
辺
医
療

機
関
と
の
互
換
関
係
の
中
で
、

求
め
ら
れ
る
機
能
を
即
時
に
提

供
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き

ま
す
。

　

チ
ア
ノ
ー
ゼ
性
心
疾
患
で

は
、
多
く
が
い
ず
れ
閉
じ
て
し

ま
う
動
脈
管
で
肺
血
流
が
保
た

れ
る
の
で
、
動
脈
管
が
閉
じ
る

前
に
肺
血
流
を
増
や
す
手
術
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
根
治
術
を
要

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

心
臓
の
壁
の
穴
で
動
静
脈
血

が
混
ざ
り
合
う
場
合
、
肺
血
流

の
増
加
で
肺
血
管
が
痛
み
、
重

症
の
肺
高
血
圧
症
（
ア
イ
ゼ
ン

メ
ン
ガ
ー
症
候
群
）
に
な
る
時

1
非
チ
ア
ノ
ー
ゼ
性
心
疾
患

　
心
室
中
隔
欠
損
／
心
房
中
隔

　
欠
損
症
／
動
脈
管
開
存
症

…
心
臓
を
仕
切
る
壁
に
穴
が
開

き
、
大
量
の
血
液
が
心
臓

と
肺
の
間
を
空
回
り
す
る
の

で
、
肺
や
心
臓
に
負
担
が
か

か
っ
て
し
ま
う

3



せ
ず
に
、
内
視
鏡
で
治
療
が
で
き

る
の
で
す
ね
？

　

Ａ
．（
反
町
医
師
）
全
て
の
治

療
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
が
ん
は
あ
る
程
度

の
大
き
さ
（
１
㎝
以
上
）
に
な
る

と
、
内
視
鏡
で
の
治
療
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
胆
管
結
石

の
場
合
も
、
１
㎝
を
超
え
る
と
、

内
視
鏡
で
の
摘
出
が
困
難
に
な
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
特
別
な
症
状

が
な
い
方
で
も
、
年
に
１
回
は
内

視
鏡
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
で
も
、
予
約
や
検
査
の
様

子
を
想
像
す
る
と
、
二
の
足
を
踏

鏡
（
い
わ
ゆ
る
「
胃
カ
メ
ラ
」）

で
は
、
胃
の
ほ
か
に
、
食
道
や

十
二
指
腸
の
検
査
が
で
き
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
、
下
部
内

視
鏡
（
い
わ
ゆ
る
「
大

腸
カ
メ
ラ
」）
で
は
、

大
腸
、
直
腸
の
検
査
が

可
能
で
す
。

　

さ
ら
に
内
視
鏡
は
、 

食
道
・
胃
・
十
二
指
腸
・

大
腸
（
直
腸
）
の
良
性

ポ
リ
ー
プ
や
、
早
期
の

が
ん
を
切
除
す
る
手
術

治
療
も
で
き
ま
す
。

　
Ｑ
．
で
は
、
胃
か
ら

腸
に
か
け
て
は
、
開
腹

　
Ｑ
．胃
カ
メ
ラ
の
検
査
対
象
は
、

「
胃
」
だ
け
な
の
で
す
か
？

　

Ａ
．（
反
町
医
師
）
上
部
内
視

　

神
奈
川
県
海
老
名
市
に
あ
る
「
さ
が
み
野
中
央
病
院
」
で
は
、
内
視
鏡

検
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
同
院
で
診
療
部
長
を
務
め
る
反
町
仁
一
医
師

に
、
内
視
鏡
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

内
視
鏡
を
担
当
し
て
い
る
反
町
仁
一
医
師

部
に
で
き
た
「
腫
瘤
」
に
触
れ
ら

れ
る
状
態
に
な
り
、
そ
こ
で
異
変

に
気
付
く
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
そ
の
状

態
に
な
っ
て
か
ら
は
、
治
療
は
簡

単
に
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
腸
が
ん
も
同
様
で
、
自
覚

症
状
を
生
じ
た
時
に
は
、
手
遅
れ

の
場
合
が
少
な
く
な
い
の
で
す
。

　

早
期
の
が
ん
も
発
見
で
き
る
優

れ
た
「
内
視
鏡
」
を
積
極
的
に
活

用
し
て
、
意
識
的
に
検
査
を
受
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
受
け
る

　

例
え
ば
、
胃
が
ん
は
早
期
に
自

覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
一
般
人
が
症
状
か
ら
胃
が
ん

を
早
期
に
発
見
（
自
覚
）
す
る
こ

と
は
、
ほ
ぼ
不
可
能
で
す
。
ま
れ

に
腹
部
上
方
に
痛
み
を
感
じ
た

り
、
食
欲
不
振
や
腹
部
の
膨
満
感

な
ど
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
胃
が
ん
を
断
定
す
る
特
有
の

症
状
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

が
ん
は
進
行
し
て
く
る
と
、
腹

　

内
視
鏡
検
査
を
受
け
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？

　

欧
米
人
と
違
っ
て
、
日
本
人
は

「
自
分
は
健
康
！
大
丈
夫
」
と
思

い
込
ん
で
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な

い
限
り
、
検
査
を
受
け
ま
せ
ん
。

し
か
し
、無
症
状
の
う
ち
に
こ
そ
、

受
け
る
意
味
が
あ
る
の
で
す
。

年
１
回
の
内
視
鏡
検
査
が
必
要
な
理
由
と
は

さ
が
み
野
中
央
病
院
　
反
町
仁
一 

診
療
部
長

早
期
の
が
ん
を
発
見
で
き
る“
賢
い
”内
視
鏡

　

胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
は
、
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
治
療
を
行
な
え
ば
、

根
治
が
可
能
で
す
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
が
ん
は
、
早
期
に
自
覚
症
状
が
ほ

と
ん
ど
な
い
た
め
、
無
症
状
の
時
期
か
ら
の
検
査
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

ん
で
し
ま
う
の
で
す
が
…
。

　

Ａ
．（
反
町
医
師
）
職
場
の
健

診
や
、
自
治
体
で
奨
励
し
て
い
る

健
康
診
断
な
ど
を
活
用
し
て
、
内

視
鏡
検
査
が
受
け
ら
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
患
者
さ
ま
の
立
場

に
立
っ
た
検
査
や
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
実
践
し
て
い
ま
す
。
経
過
観
察

か
ら
、
精
密
検
査
、
手
術
、
リ
ハ

ビ
リ
に
至
る
ま
で
、
身
近
で
安
心

で
き
る
医
療
を
心
掛
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
当
院
へ
ご
来

院
く
だ
さ
い
。

■
さ
が
み
野
中
央
病
院

相
鉄
線
「
さ
が
み
野
駅
」
か
ら
徒

歩
５
分
、ま
た
は
「
相
模
大
塚
駅
」

か
ら
徒
歩
８
分

☎
０
４
６・２
３
３・５
１
１
０

海
老
名
市
東
柏
ヶ
谷
６
の
20
の
20

胃カメラ（上部内視鏡）検査大腸カメラ（下部内視鏡）検査 内
視
鏡
検
査

さがみ野駅 相模大塚駅

マルエツ

独楽寿司

東柏ヶ谷
相模大塚

さがみ野
中央病院
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40

東柏ヶ谷
近隣公園

相
模
大
塚
駅
前

ココ

東
名
高
速

実際の内視鏡画像

⬆

大腸ポリープの様子

ぐ
た
め
に
は
、
可
能
な
限
り
早
い

治
療
が
望
ま
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
場
合
に
、
素
早
い
治
療
が
求
め

ら
れ
る
の
で
す
」

　
︱
︱
︱
︱
し
か
し
、
カ
テ
ー
テ

ル
手
術
で
早
く
治
療
が
で
き
た
と

し
て
も
、
再
発
の
心
配
を
抱
え
る

の
は
、
気
が
重
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
現
在
は
、“
第
３
世
代
”
と
呼

ば
れ
る『
薬
剤
溶
出
性
ス
テ
ン
ト
』

が
登
場
し
て
お
り
、
治
療
後
の
成

績
は
大
幅
に
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、大
和
成
和
病
院
で
は
、

日
本
で
手
に
入
る
全
て
の
薬
剤
溶

出
性
ス
テ
ン
ト
が
使
用
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
」

　

︱
︱
︱
︱
で
は
、
ど
ち

ら
の
手
術
方
法
が
い
い
の

か
を
、
ど
う
選
択
す
れ
ば

い
い
の
で
す
か
？

　
「
ど
ち
ら
が
よ
い
と
い
う

わ
け
で
な
く
、
複
数
の
冠

動
脈
に
問
題
が
あ
る
場
合

や
糖
尿
病
を
併
発
し
て
い

ル
手
術
で
は
、
素
早
い
治
療
が
可

能
で
す
。
し
か
し
、
複
数
の
冠
動

脈
に
問
題
が
あ
っ
た
り
、
糖
尿
病

を
抱
え
て
い
る
場
合
は
、
再
治
療

の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
︱
ど
の
よ
う
な
病
態
の

場
合
に
、
素
早
く
治
療
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
か
？

　
「
急
激
に
冠
動
脈
が
詰
ま
っ
て

生
じ
る
『
急
性
心
筋
梗
塞
』
で
は
、

突
然
、
心
臓
の
筋
肉
（
心
筋
）
へ

の
酸
素
供
給
が
断
た
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
時
間
と
と
も
に
心
筋
が
壊

死
し
て
し
ま
う
た
め
、
こ
れ
を
防

　
「
心
臓
バ
イ
パ
ス
手
術
、
心
臓

カ
テ
ー
テ
ル
手
術
と
も
に
、利
点
・

欠
点
は
あ
り
ま
す
。

　

心
臓
バ
イ
パ
ス
手
術
で
は
、

創
（
体
の
傷
）
が
大
き
い
と

い
う
欠
点
が
あ
る
反
面
、
複

数
の
血
管
を
治
療
で
き
る
の

で
、
術
後
の
長
期
経
過
が
良

い
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。
ま

た
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
手
術

で
は
手
が
出
せ
な
い
よ
う
な

困
難
な
症
例
に
も
、
施
行
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
、
カ
テ
ー
テ

　
︱
︱
︱
︱
心
臓
手
術
で
は
、
バ

イ
パ
ス
と
カ
テ
ー
テ
ル
が
あ
る
と

聞
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
方
が
良

い
手
術
な
の
で
す
か
？

　

心
臓
病
治
療
で
他
県
か
ら
の
来
院
者
も
多
い
「
大
和
成
和
病
院
」。
こ
こ
で
は
、

循
環
器
内
科
や
心
臓
血
管
外
科
、
麻
酔
科
な
ど
が
集
ま
り
「
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
」
を

結
成
し
、
手
術
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
の
医
師
に
伺
い
ま
し
た
。

心臓バイパス手術

心臓カテーテル手術

冠動脈までカテーテルを行き届か
せて、狭くなった部分をステントで
血管の内側から広げる

他の部位から採取した血管によっ
て、新たに大動脈と冠動脈をつな
ぐ副血行路をつくる

大動脈

冠動脈

狭窄
（詰まり・狭まり）
狭窄

（詰まり・狭まり）

大動脈

冠動脈

ス
テ
ン
ト

狭窄
（詰まり・狭まり）
狭窄

（詰まり・狭まり）

バイパス

方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
は

不
十
分
で
あ
る
場
合
、「（
冠
動

脈
・
）
心
臓
バ
イ
パ
ス
手
術
」
や
、

「
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
」
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

心
臓
バ
イ
パ
ス
手
術

　

心
臓
バ
イ
パ
ス
手
術
で
は
、
問

題
を
起
こ
し
て
い
る
血
管
の
下
流

に
、
別
の
新
た
な
血
管
を
つ
な
げ

て
「
迂
回
路
」（
＝
バ
イ
パ
ス
）

を
作
り
、
血
液
を
行
き
届
か
せ
て

血
流
を
確
保
す
る
方
法
の
手
術
で

す
。

　

こ
の
バ
イ
パ
ス
手
術
の
歴
史
は

古
く
、
１
９
５
０
年
代
か
ら
行
な

わ
れ
、
今
日
で
も
世
界
中
で
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
手
術

　

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
で
は
、

手
首
な
ど
の
血
管
か
ら
、
細
い
管

（
カ
テ
ー
テ
ル
）
を
入
れ
て
、
心

臓
の
冠
動
脈
に
「
ス
テ
ン
ト
」（
金

属
製
の
網
状
チ
ュ
ー
ブ
）
を
植
え

「
狭
心
症
」
や
「
心
筋
梗
塞
」
な

ど
が
そ
れ
に
相
当
し
ま
す
。

　

服
薬
で
治
療
を
行
な
っ
て
い
く

し
ま
う
病
気
を
表
し
た
総
称
で

す
。

　

具
体
的
な
病
名
を
あ
げ
る
と
、

　
「
虚
血
性
心
疾
患
」
と
は
、
心

臓
の
動
脈
で
あ
る
「
冠
動
脈
」
が
、

狭
く
な
る
、
あ
る
い
は
詰
ま
っ
て

　

冠
動
脈
（
心
臓
の
動
脈
）
が
詰
ま
っ
た
り
、
狭
く
な
る
病
気
は
「
虚
血
性
心
疾

患
」
と
呼
ば
れ
、
服
薬
治
療
の
ほ
か
、
心
臓
バ
イ
パ
ス
手
術
や
、
カ
テ
ー
テ
ル
で

冠
動
脈
の
中
に
ス
テ
ン
ト
を
植
え
込
む
治
療
も
あ
り
ま
す
。

込
み
、
狭
ま
っ
て
い
る
血
管
を
内

側
か
ら
広
げ
て
血
流
を
確
保
し
ま

す
。

　

カ
テ
ー
テ
ル
手
術
は
１
９
７
７

年
に
初
め
て
実
施
さ
れ
、
バ
イ
パ

ス
手
術
の
後
を
追
う
よ
う
に
し
て

発
展
し
ま
し
た
。

　

バ
イ
パ
ス
手
術
に
比
べ
、
簡
便

に
行
な
え
る
と
い
う
側
面
が
あ

り
、
急
速
に
進
化
し
ま
し
た
が
、

当
初
は
術
後
の
再
発
が
多
い
と
い

う
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
再
発
予
防
の
薬
剤
を
塗
布
し

た
「
薬
剤
溶
出
性
ス
テ
ン
ト
」
が

登
場
し
、
こ
の
問
題
点
を
大
幅
に

減
少
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
改
良
が
重
ね
ら
れ
、

現
在
は
“
第
３
世
代
”
と
呼
ば
れ

る
薬
剤
溶
出
性
ス
テ
ン
ト
が
出
現

し
、
初
期
に
登
場
し
た
も
の
よ
り

も
、
格
段
に
使
い
や
す
く
な
っ
て

き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

治
療
後
の
経
過
も
順
調
な
報
告

が
多
く
、
治
療
成
績
が
改
善
さ
れ

て
い
る
現
状
で
す
。

た
ら
、
術
後
の
長
期
経
過
を
考
え

て
、
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
よ
り
も
バ

イ
パ
ス
手
術
を
考
え
る
、
と
い
っ

た
状
況
に
応
じ
た
治
療
の
選
択
が

大
切
で
す
。

　

当
院
で
は
、
ど
ち
ら
の
手
術
に

も
対
応
し
て
お
り
、『
ハ
ー
ト
チ
ー

ム
』
で
治
療
方
針
を
考
え
、
最
適

な
内
容
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

　

心
臓
に
関
す
る
相
談
は
、
ぜ
ひ

当
院
を
ご
受
診
く
だ
さ
い
。
し
っ

か
り
と
診
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」。

　

︱
︱
︱
︱
わ
か
り
や
す
い
お

話
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☎046
（278）3911
神奈川県大和市
南林間9-8-2

▪循環器内科
▪心臓血管外科
▪心臓弁膜症専門外来など

大和成和病院

お問合せ

50
中央林間駅中央林間駅

南林間駅南林間駅
ココ

大和成和病院での手術の様子

取
材
協
力
／
大
和
成
和
病
院

　
「
バ
イ
パ
ス
手
術
」と「
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
」

　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
と
欠
点

冠
動
脈
が
詰
ま
っ
た
時
の
二
大
治
療
法
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